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民話における女性に対する描写と偏見：日米大学生の比較研究　 

ケビン・グッドリッチ 

ニコラス・マッカラ 

カリフォルニア州立大学モントレーベイ 

要旨 

　　　このキャップストーンの主な目的は、アメリカと日本におけるそれぞれの現
代社会の一般認識として女性に対する恐ろしく悪魔的な描写を含み、且つ影響力の
ある幾つかの民話を検討することである。この描写が生み出された時代から現代ま
での変化に対して、どの程度の社会に対する影響があり又どの程度の変化があるの
かということを理解する為に、それぞれの民話の歴史的な背景を掘り下げ、女性に
対する偏見とどの様に関係しているのかについて詳しく調べた。こうした研究は、
現代社会に未だに存在している性別の差に基づいた社会的な権力構造の根源を掘り
下げる事ができると言えるかもしれない。又、私達が挙げた民話の例とその民話の
歴史的な背景を中心とした話し合いを教育に取り入れることで、性差別に関する話
をより健全な対話として成り立たせることができるかもしれない。日米大学生は民
話と性差別に対してどう認識しているのか、または教育に於いて重要な存在になり
得るのか、という二つの点をより理解する為に日米大学生向けのアンケート調査を
行った。アンケートの結果から、日米大学生の大半は民話と男女の役割という話題
は教育の中で触れる機会が他の話題に比べると少なく、日米大学生の過半数はお互
いの文化や社会を理解する為に民話をより教育に取り入れる事が有益だと思ってい
るということが分かってきた。 
 
　　はじめに 

民話というのはある文化における社会問題に対する一般認識を反映しているもの

だとと考えられる。その様に考えたら民話の背景を詳しく勉強することで、その民話が

生み出された時代の文化的、または、歴史的な背景や社会構造などと、その同じ背景や

社会構造が現代の社会でどのような形で存在しているのかをより理解できるための手段

として使われるとも考えられる。日米と共によく知られている民話における女性的な描

写に対する一般人の認識をより正確に把握するために、私達は日米大学生の比較研究を
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行うことにして、その研究から集まったデータの結果について分析した。この研究のア

ンケート調査の対象は様々限界で大学生に限られている。 

1. 研究の重要性 

　　　 私達は、カリフォルニア州立大学モントレーベイでも留学先の日本の大学でも

日本語と日本文化に関する多くの授業を履修してきた。そして、様々な民俗について

学習することで、日本の文化的背景をより明確に把握できるという事を学んだ。留学

していた時、特に私達が興味を引かれたのは民話における女性に対する描写だった。

そして、民話における女性の描写と、女性が現在の社会からどう見られているのか、

ということには明らかな関連があると気づいた。この研究を通して、民話は教育や社

会問題に対する大学生の認識にどのような影響があるのか考えてみたい。また、日米

の大学生が、他国の民俗に関する知識を得ることで、その国の文化に対する誤解を和

らげられると考えているかどうか、分析してみたいと思います。 

2. 研究質問 

　　　 民話の女性に対する認識の影響は日米の大学生の間でどのように異なるのか。

又どのように類似しているのか。 

1. 民話を外国語の授業に取り入れることは日米の大学生が持つ社会

問題や教育に関する意見にどのような影響があるか。 

3. 研究の背景 

3.1. 民俗学における民話の定義 

民話という言葉が文脈によって意味が多少変化したりして、神話や昔話や都市

伝説などのジャンルを幅広く意味する場合も少なくはないである。そこで、本論文で

はこれから参考にしていく「民話」という言葉の意味を明確にしたいと思う。東京外
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国語大学の小田淳一によりますと「...民話と伝承，神話などはどうやって区別されてい

るのでしょうか？ この問題はいわゆるジャンル問題と呼ばれるもので，かなり以前か

ら多くの研究者によって論議されてきましたが…」ということである（Oda, 2006)。 

　　これに関して、民話学者の亡きスティッス・トンプソンは「The Folktale」とい

う本の中でジャンルで分類するよりも最初からどのような形で伝えられて普及されて

きたかという点で区別を付けるべきだと主張した（Thompson, 1946）。もっと詳しく

説明すると、民話は「口承によって伝えられるもの 」という形から「筆記されたも

の」という形になる傾向があり、さらにオリジナル性ではなく民衆の間で生み出され

て語り伝えられている特徴もある（Thompson）。トンプソが書いた文を参考にし

て、さらに小田が参考にしている２つの定義を考えてみると類似しているところが確

実にあると分かってくる。下記にこの二つの定義を紹介していく。 

定義１つ目:「民衆の間で語り伝えらている話」 

定義２つ目:「民衆の間で語り伝えらている話」 

つまり、神話や昔話や都市伝説などのジャンルはこの条件が満たされれば、民話とし

て成立できると考えられる。 

3.2. 古代の民話における女性のキャラクター 

Beth Cohenによるとアテナは「女性における社会的な期待は民話に反映されてい

る」という話の代表だと主張した。例えばアテナは、いつもゼウスの望みを守り、立場

をわきまえている。また、ギリシャの女性の代表として、例えと言うと、文字通りにも

最高の織り手の手本と言える。アテナはずる賢く、男性中心の社会を強化する存在とし

て描写されている。アテナは魔女と言えるわけないけど、魔女のように社会はアテナの
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描写に影響されている、この場合でその社会はギリシャのだ。それで、この研究に関す

る、アテナは民話の女性対して女性における社会的な認識を影響している。 

3.3. ババヤガの強力なイメージ 

古代の民話についての話で、アテナだけではなく、世界の様々な例でババヤガと

言うキャラクターが特に目立っている。Forrester、Goscilo、Skoroなどの作家による

と、ババヤガは古代のキリスト教に影響されていないスラブ地域の一番有名な魔女。異

教徒の様々な神の合併かもしれませんが、支配されない存在と見られている。また、母

なる自然の具現化とも言える。ババヤガは気まぐれで、誰かを助けるか殺すか、適当に

決める。そして、無生物も含む、様々な使い魔を飼う。 

3.4. ババヤガの影響の広がりについて 

ヘンゼルとグレーテルの魔女と言うのは、Grimm兄弟が近世のドイツで集めて

作った物語に登場するとババヤガに似ているキャラクターと言えるが、この魔女は決ま

りで悪な存在、また意地悪と神に反対していると描写されている。また、キリスト教中

心の考え方のように動物だけの使い魔を飼う。だんだんその考え方はババヤガの姿から

離れってきて、キリスト教中心の考え方に近づく。だが、ババヤガのことと似ていると

ころもある。例えばヘンゼルとグレーテルの魔女は社会の外に生きて、人、特に子供を

食べる。でも、ババヤガの場合に、そのことは悪意の理由ではなくて、人を助ける場合

も互角ある。ヘンゼルとグレーテルの魔女は人を助ける場合がない。 

3.5. 近世ヨーロッパとピューリタン植民地のウイッチ 

Laurel Zwisslerによると、多くの場合にキリスト教は主要な宗教となるにつれて

俗信を取り込むか 禁止にするかを決めた。当時は、俗信を検討するためにキリスト教

関係者に紹介しなければならなかった。その俗信が認められなかった場合は、悪魔主義
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として禁止された。「主要ではないその他の俗信」と言える宗教は悪魔主義と認識さ

れ、神の世界を脅すと信じられている。そして、継時的にキリスト教の魔女に対する見

方が生まれてきた。Karlsenによると、ある女性が「主要ではないその他」の集団に属

し、不満があると疑われた場合は、容易に悪魔の力に頼っていると認識される場合が多

く、魔女としての烙印を押された。男性が権力を持つ社会の中で、女性は民俗や俗信な

どの文化を通して詳細に審査された。ピューリタン社会の中で、不満を持つと言うこと

は「自分の社会的な立場を超えたい」という定義だた。 

現代社会で、魔女のイメージは、徐々にキリスト教の見方から離れ、変化してき

たと言える。しかし、まだ古い見方も存在しており、ホーカス ポーカス、ブレア・

ウィッチ・プロジェクトやザ・ウィッチ、などの現代の映画でその描写が見られる。 

3.6. 日本文化における女性的恐ろしい描写について 

Raechel Dumasは「この女性的で恐ろしい描写は昔からの日本文化におけるもの

であり、常軌を逸した行為・性格の象徴とされ、道徳行為・社会規範を強化する役割を

果たしている」と主張している。 

この描写は古代の日本社会にも現代の日本社会にも常に様々な代表者が存在し、

日本の歴史上の出来事や現象等から影響を受けている、とDumasは述べている。例え

ば、神道、仏教の経も説話も、また経済的な動向も社会構造の変化もこの描写に影響を

与えたと言える。 

3.7. 古代の仏教と女性との歴史的な関係 

これからの仏教に対する考えは、一部の仏教宗派に取り入れられたもので、仏教

の全ての宗派に当てはまるとは限りないである。古代の仏教に関する幾つかの説話の中
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に、女性が龍に変身する設定があり、それに関して、Monika Dixは「女性は情欲の化

身」として扱われていると主張している。 

武見李子（たけみ・ももこ）によると「血盆経は血の穢れで血の池地獄に落ちた

女性が成仏（じょうぶつ）できる事を示している（Takemi, 1983)。なぜこのような女性

向けの地獄が存在しているかというと仏教の教えに従わない、所謂女性劣機観という考

えがあったからです。それに従って、「女性不浄観」と「女性罪業観」という２つの考

えも生まれたと川内教彰（かわうち・きょうしょう）が主張しています。 

さらに『平安期における女性と仏教について』という論文で工藤（くどう）美和

子は五障という女性がもっている「五つの障害」という考えについて書き、女は仏にな

れないが男は仏になれるという女性差別を意味すると考えられてきたと述べています。

また、工藤はこれらの問題は現代社会に存在する男女間の差別（ジェンダー）を通して

論じられていると主張しています。 

3.8. 日本の幽霊の女性について 

日本の民話のキャラクターの代表的なものは幽霊の女性です。Brenda Jordanは日

本の幽霊は「様々な抑えることのできない激しい感情を抱えたまま死んだ人々は生きて

いる者のところに戻ってくる」ものだと考えている（Jordan, 2005)。さらに、Jordanは

江戸時代の様々な怪談の共通のテーマは、「嫉妬を抱いている」または、「ひどく扱わ

れた女性」であるとも述べている（Jordan）。日本の名高い幽霊の代表者の一つを挙げ

ると、お岩さんとお菊さんが存在しています。お菊さんが登場する「番町皿屋敷」とい

う民話が語り伝えらた場所によって筋の詳細が多少変わってき、一般的の人に「主人が

大切にしている皿一枚を過失から割ってしまった下女が、主人に責め殺され、死体は井
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戸に捨てられる」という怪談話としてよく知られていると森井直子は述べている 

(Morii, 2008)。 

 

3.9. 雪女 

雪女の起源は幾つかの説がありますが、　一つの発生源は室町時代の新潟県ない

で（Tada, 2000）、もう一つは雪女について詳しく研究したまきの・ようこによります

と、ラフカディド・ハーンの本に登場するキャラクターは他の描写よりも原形に最も近

いと主張しています（Makino, 2013)。 

キャラクターの服装は真っ白で、ハーンが記した民話の登場人物のみのき

ちは「たいそう美しいと思った―― 目は恐ろしかったが。」と描写しました。 

一方、雪女は人間を殺したことがありますが、人間のふりをしながら人間

社会に残りたがっているという寂しさや一部の人間性を持つと考えられている（

Makino)。 

3.10. 口裂け女 

雪女と同様に口裂け女の起源は幾つかの説があり、多くの研究者は岐阜県内が発

生源だと考えています（Nakao, 2005)。口裂け女は大きなマスクをつけ、赤いコートを着、

「耳まで裂けた口」と描写をされている妖怪で、通行人に『私美人と思うか』と尋ね、答えに

よって、その通行人を追いかけるか、裂けた口を見せてすぐに相手を刃物で刺すという都市伝

説として知られています。 

なぜ口が裂けているかについては、中尾裕子によると「…整形手術に失敗したため」と

いう説や、２００７年の口裂け女という映画の中で少女の頃、男の殺人犯に襲われたという説

もあります (Nakao), (Saori et. al, 2007)。 
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4. 研究方法 

4.1. 調査方法：アンケート調査用紙を日本語と英語で作成し、オンラ

インで データを集めた。 

4.2. 調査の対象：この調査には103名の大学生が参加した。日本人53名

　(男子14名、女子39 名)、アメリカ人50名(男子21名、女子25

名、言いたくない1人名、その他3名)である。 

4.3. アンケート調査の質問 

 

図1：ヘンゼルとグレーテルの魔女とはどの様なキャラクターだと思いますか？ 

　　　「ヘンゼルとグレーテルの魔女とはどの様なキャラクターだと思いますか？」

という質問に対して、アメリカ人の回答者の大多数は「wicked」、または「恐ろし

い」と答えた。さらに「可哀想」とは思わないを選んだ回答者の人数が半分以上で、

「情けがある」に関しては「そう思わない」と「強くそう思わない」を選んだ回答者

は60％を超えた。 

図2：１７世紀から現在までの魔女の全体的な描写というのはどの様な者だと思いますか？ 
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　　　アメリカ人の回答者は17世紀から現代までの全体的な魔女の描写に対して、大

多数が「魔女」の描写は「wicked」または「恐ろしい」と答えました。一方で、ヘン

ゼルとグレーテルの民話に登場する魔女に対する質問の答えと異なって、「可哀想」

だと答えた人は60％を超えました。さらに「皆から誤解されている」と思っている人

はほぼ半分であった。 

図3： 魔女の全体的な描写は、50年前とは異なると思いますか？ 
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　　　 魔女の描写は５０年前とは異なると思っているアメリカ人は８０％です。このグラフは

前のグラフと次の二つのグラフをサポートしています。 

図4： 「口裂け女というのはどの様なキャラクターだと思いますか？」 

　　　「口裂け女というのはどの様なキャラクターだと思いますか？」という質問に対

して、回答者の大多数が「恐ろしい」また「執念深い」と思っている。それと対比し

て、過半数の日本人が「可哀想」だと答えた。 

図5：お岩さんというのはどの様なキャラクターだと思いますか？ 
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　　　お岩さんのことに対して「恐ろしい」と答えた人は６０％を超えたが、「可哀

想」だと答えた人は７０％を超えた。 

 

図6： 「以下の民話のキャラクターのうち、化け物や幽霊や妖怪ではなく実際の女性を

扱う民話を選んでください」 

 

　　　「以下の民話のキャラクターのうち、化け物や幽霊や妖怪ではなく実際の女性

を扱う民話を選んでください」と言う質問から集まった答えは、「お岩さん」のこと

を知っている回答者の約９０％と「お菊さん」のことを知っている回答者全員（１０

０％）が実際の女性を扱っていると答えた。「口裂け女」や「雪女」を知っている回

答者の中で、実際の女性を扱っていると答えた人は３５％以下であった。 

 

図7： 男性は女性より上の立場に立った方がいい場合が多くあると思いますか？ 
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　　　「男性は女性より上の立場に立った方がいい場合が多くあると思いますか」と

いう質問に対して、賛成していない人と中立的な意見を持っている人が多かったであ

る。 

　　　因みに、５人の日本人の女性は「男性に引っ張ってほしい」や「子供を産むと

職場を離れなければいけない」と答えた。そして、何人かのアメリカ人の男女は「男

性の方が身体能力が高い」場合があると答えた。 

 

図8：（日本・アメリカ）には女性に対して偏見があると思いますか？ 
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.  

　　　日米の大学生共に大多数が女性に対して偏見があると思っています。日本の女

性は「どちらとも言えない」と答えた人が一番多かった一方で、アメリカの女性は

「強くそう思う」と答えた人が一番多かったである。 

 

4.4. 研究結果１のまとめ 

予想に反して、日本人の男性は日本人の女性より「男性の方が上の立場に立っ

た方がいい」とは思っていない。女性に対して偏見があるかについて日本人の意見は

主に曖昧であった。その一方、アメリカ人は強く偏見があると思った。何人かの日本

人の女性は性別の違いに基づいた立場の違いは偏見ではないと思っている。 

Zwisslerによると、歴史的に少数派の集団と考えられる女性は「魔女」の歴史

と「女性」の歴史には深い関係があると述べている。魔術に対する態度や考え方の変

化と同様に女性に対する考え方も変わってきた。 

 

4.5. 研究質問2に関するアンケート調査の結果 
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研究質問2：「民話を外国語の授業に取り入れることは日米の大学生が持つ社会

問題や教育に関する意見にどのような影響があるか。」 

 

図9：日本の教育の中で、日本文化の要素はどのくらい入っていたと思いますか。 

　　　 日本の教育の中に「民話」と言う自国の文化の要素は４３％がある程度入って

いたと答え、３６％があまり又は全く入っていなかったと答えました。「民話」と

「男女の役割」は他の要素に比べそれだけ入っていないということが分かりました。 



 
 　グッドリッチ・マッカラ　15
 

図10： アメリカの教育の中で、西洋文化の要素はどのくらい入っていたと思いますか。 

　　　アメリカ人の回答者も自分の教育の中に「民話」がある程度入っていたと答え、

「あまり」または「全く入っていなかった」と答えた比率は日本人とほぼ同じであっ

た。 

図11：日本の教育の中で、日本文化についてもっと学べたら良かったと思う項目はどれです

か。 
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　　　日本の教育の中で日本文化についてもっと学べたら良かったと思う項目はどれで

すか、と聞いたところ、日本人の大学生は「社会問題」や「文化的な価値観」を挙げ

た。 

 

図12：アメリカの教育の中で、西洋の文化についてもっと学べたら良かったと思う項目はどれ

ですか。 
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　　　アメリカ人は日本人と比べると、より自国の文化の「民話」と「男女の役割」を

勉強したかったと考えていることが分かった。 

 

図13：高校の英語の授業にはどのくらい西洋文化の要素が入っていたと思いますか。 
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　　　高校の英語の授業にあまり入っていなかった要素が「民話」と「男女の役割」だ

と答えた。 

図14: 高校の外国語の授業にはどのくらいその外国の文化の要素が入っていたと思いますか。 
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日本と同様に、アメリカ人の教育の要素の中で一番低かったのは「男女の役割」で

あった。 

図15：高校の英語の授業の中で、西洋の文化についてもっと学べたら良かったと思う項目はど

れですか。 

 

　　　高校の英語の授業の中で、もっと学べたら良かったと思う西洋の文化の項目はど

れかという質問に対して、日本人の大多数は民話以外の全ての項目についてもっと勉強

したかったと答えた。 

 

図16：高校の外国語の授業の中で、その外国の文化についてもっと学べたら良かったと思う項

目はどれですか。 
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　　　アメリカ人も全ての項目について外国語の授業でもっと勉強したかったと思って

いることが分かった。 

 

図17：（質問22）外国人は日本の民話をよく知っていると思いますか。 （質問23)外国人が日

本の民話を勉強したら、日本の文化の背景をもっとよく理解できると思いますか。 

 

　　　外国人が日本の民話を知らないと思っている日本人の回答者は約７４％で、ほ

ぼ半分の回答者は「外国人が日本の民話を勉強したら、日本の文化の背景をもっとよ

く理解できると思いますか」と言う質問に対して「強くそう思う」と「そう思う」と

答えた。 
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図18：（質問23）西洋ではない文化は西洋の民話をよく知っていると思いますか。 

（質問24）西洋ではない文化の人が西洋の民話を勉強したら、西洋の文化の背景をもっとよく

理解できると思いますか。 

 

　　　約半数のアメリカ人は、西洋人ではない人も西洋の民話を知っていると思う。 

そして、過半数のアメリカ人は西洋民話を勉強したら西洋文化をより理解できると思っ

ていることが分かった。 

 

4.6. 研究結果2のまとめ 

日米の大学生と共に、自国の文化の「民話」、「男女の役割」について、ある

程度勉強したと答えた。アメリカ人の大学生は「民話」と「男女の役割」は外国語の

教育にある程度入っていたと答えた。その一方、日本人の大学生の英語の教育には

「民話」と「男女の役割」があまり入っていなかったということが分かったた。日本

人の回答者に比べてアメリカ人の回答者は「民話」と「男女の役割」両方をもっと勉

強したいと思った。「民話」、「男女の役割」と「社会問題」の関係は民話と社会的

権力構造との関係に関与しているかもしれない。 

5. 結論 
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民話の内容・背景は歴史的な影響を持ち、現在の社会問題とは関連が確実にあ

ると言える。民話における女性に対する描写は当時の世の中がどのように見ていたか

という事を反映していると考えられる。義務教育の中で、民話の背景について学習す

る機会があれば、民話の描写と現実との区別を付けられるようになる。従って、現代

社会に存在する問題点に対する見方にも影響があると言えるかもしれません。日英大

学生はお互いに異文化の民話の背景をより知りたいだ。日本人大学生はアメリカ人大

学生ほど自国の文化のことをそれだけ知りたくないようだ。 

 

6. 研究の限界点と将来の研究課題 

アンケートの対象は今大学に通っている学生に限れらている。英語のアンケー

トに答えたアメリカ人は主にカリフォルニア出身である。日本語のアンケートの回答

者は大多数が女性である。英日のアンケートを配った時から最後の回答をしてもらっ

た時の間は一か月間以下である。研究の背景の深さは限られている。関連の研究を行

いたいと思っている。新しい質問他のキャラクターを詳しく解析する。 

7. 謝辞 

　　　最後に、ご指導くださった先生方と支えてくださった友達とアンケート調査を
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